
評価

家庭・地域との連携
（家庭・地域の期待に応え、家庭・地域に信頼される学校）

①場に応じた礼法
を身につける

【　令和元年度　学校評価及び学校関係者評価　】

確かな学力と豊かな心を育み、社会を生き抜くためのたくましさを持った生徒の育成
記述評価

中期目標

評価

学校の自己評価の通り、概ね目標に近づいている。課題の克服に継続して取り組んでいただきたい。

○今年度１学期に全校生徒を挨拶運動に参加する取組が
２回実施できた。その結果、語先後礼の挨拶を意識させる
ことが出来た。また、部活動で声が小さかった生徒も少し
ずつ声が出せるようになってきている。
△挨拶・返事については、他の項目と比較すると、A+Bの
評価の割合が低く、特に自ら進んで大きな声で挨拶をして
いると答えた生徒は８０％に満たない。　・相手に聞こえる
声ではない、弱い。
○生徒会を中心に、１学期に前項一斉で清掃ボランティア
を行ったり、商店街などで募金活動を行ったりして、相手に
対する思いやりの心が育っている。
○学校でのきまり（服装・くつの入れ方・教室を空けるとき
の整頓など）はほとんど出来ている。保護者⑧の項目につ
いては昨年度から５ポイントあがっており、家庭との連携
が出来ていると思われる。
△保護者⑥の項目は、昨年度とほとんど変わらず、９０％
に達していない。

・今後も前項での挨拶運動を継続するとともに、
授業や部活動等学校生活において返事をする
場面では、しっかりと相手に聞こえる声で返事を
させていく。

・２学期はたくさんの行事があるので、各活動を
通して協力することや感謝する心を育てていく。

挨拶を本物に！表現力を向上を！

重点目標中期
目標 （評価内容）

◎ ◎ ◎

○⑥学校は、豊かな心（思いやり、感謝
等）を育む活動を行っている。

87.2%

●⑫人が困っているときは、進んで助け
たり、協力したりできている。

健
康
で
心
豊
か
な
人
間
性
の
育
成

確
か
な
学
力
の
向
上

地域のイベントに参画！体験活動の充実、本物に触れる！

●②授業内容は分かりやすい。 95.2%

社会を生き抜く力の育成
（将来の支えとなる社会を生き抜く力・土台を育む学校）

健康で心豊かな人間性の育成
（明るい挨拶と生徒がいきいきと活動できる安全・安心な学校）

確かな学力の向上
（自己の目標に向かって伸びやかに成長する学校）

B

○④生徒たちは落ち着いて学習に取り組
んでいる。

93.3%

A

A

B

（学力調査結果）
★県平均を上回っている。（県差：A＋１５
P以上、B＋５P、C県平均以下）

（教員アンケート）
◎③読み・書き・計算・単語など基礎基本
が身に付く指導を行っている。

（家庭学習時間調査結果）
★⑳学年目標以上達成している。
（1年70分、2年80分、3年90分以上）

1年60%
2年20%
3年28%

③分かる授業と授
業内容の定着を図
る

93.8%

85.3%

④振り返りから
　　　授業改善へ
（教師の授業力向
上）

・次の学びや生活に生かす振り返
りから授業改善を進める。

（保護者アンケート）
○②学校は、授業を工夫してわかる授業
づくりに努めている。

100.0%

⑤学習規律の徹
底し、落ち着いた
学習環境

〇地域で様子を見ているが、よく挨
拶をしてくれる。
〇挨拶を積極的にしてくれる生徒も
多いが、しない子もいる。
→挨拶の声は、まだまだ弱いと考
えている。「思いが伝わる挨拶にし
よう」「本物の挨拶にしよう」と2学期
呼びかけをしていく。

〇自ら進んでの意欲が弱いのでは
ないか。

〇生徒アンケートの2，3年生の家
庭学習の時間が少ない。
・テスト期間中は家庭学習の時間
は多いと感じている。今後は、テス
ト期間以外の普段の学習時間、学
習習慣の定着に一層取り組んでも
らいたい。

〇点数は良く、学力は高いが「表現
力」などプレゼン能力が今後の生
徒には求められる。インプットは良
いが、アウトプットの部分を伸ばし
てほしい。3分間スピーチなども一
つの方法である。
→「主体的、対話的で深い学び」の
実現に向け、グループでの学び合
い・振り返りに力を入れ、思考・判
断・表現力などを向上させていきた
い。

・社会的なルールや規範意識を高
める。

（授業自己分析結果）
★授業自己分析結果を向上させる。
全平均A:2.3以上　B：2.0以上　C：1.9以下

◎

評価指標 結果
判定基準 自己評価

【評価】　３段階　（　A：十分に達成　　B：おおむね達成　　C：改善が必要　）　　　　【判定規準】　A：肯定的９０％以上　　B：肯定的８０％以上　C：７９％以下　（アンケート結果A＋Bの％）　　

成果と課題
学校関係者評価

今後の方向性（改善計画）評価●生徒　〇保護者　◎教師　★結果

75.5%

①学びが楽しい学
校づくり（楽習）

・体験学習（本物に触れる）や学び
合いを充実させ、周りの人と共に考
え、自分の考えを主体的に発信す
る。 94.8%

●⑥振り返りから学んだことや新たな気
づきの再確認が出来ている。

・挨拶や返事など場に応じた礼法
を身につけ行動する。

●⑨私語をせず、授業に集中して取り組
めている。

87.0%

●⑦チャイム着席をしっかり守ることがで
きている

98.2%

●⑩誰にでも、自ら進んで大きな声で挨
拶をしている。

○⑦生徒はしっかりと挨拶や返事ができ
ている。

・授業規律（ベル着、聴き方等）を
徹底し、落ち着いて学習に取り組
んでいる。

B

A

92.5%

A

○生徒アンケートの結果，「学びが楽しい」と回答する生徒
が多い。「学び合い」を取り入れた授業スタイルが定着して
きており，主体的・対話的な深い学びを作り出せている。
○「授業内容が分かりやすい」の項目については，生徒・
保護者とも高い評価である。「分かる・できる」実感ができ
るように基礎基本の重視，「学び合い」を基本とした思考力
を鍛える授業で，生徒たち自身が，達成感を感じる機会を
多く作れている結果だと思われる。
○「振り返りの充実」を研究テーマに，授業改善に取り組ん
でいる。前期目標のA評価６０％は達成できた。（前期A評
価６３％，B評価もあわせると９５％）
○「振り返り」の質も向上してきており，生徒にも次の授業
に生かそうとする意欲が出てきている。
○国学力学習状況調査，県基礎学力調査ともに，県平均
を上回ることができている。（１０％以上３教科，５％程度２
教科）
○学習規律も，定着してきており落ち着いて授業に臨む生
徒が増えている。

△家庭学習時間が学年の目標に届いていない学年も多
い。家庭学習の課題の工夫などが必要である。
△「振り返り」の検証結果から，各教科でのばらつきが見ら
れる。教科部会等で，全校的な取組になるよう改善してい
く必要がある。

・「振り返り」について，校内研修，教科部会を通
して共通理解を図り，更に質の向上を目指して
いく。
・授業規律については，良くはなってきているが
「私語」の部分でもう少し，共通認識を持って組
織的に取り組む必要がある。
・家庭学習時間が充実するよう，各学年・教科で
家庭学習課題について検討していく。

88.9%

93.8%

92.4%

A

○⑧学校はきまりを守るなど、基本的な
生活習慣が身に付くよう指導している。

②規範意識の向
上と道徳実践力の
育成

②－１：基礎学力
の確実な習得を図
る

②－２：家庭学習
の習慣化

・補充学習、各種コンテスト、検定
に取り組む。

・宿題チェックを徹底し、家庭学習
の習慣化を図る。

A

A

B

B

A

B

A

A

（生徒アンケート）
●①学校で学ぶことは楽しい。

●④友達と教え会ったり、話し合ったりす
ることができた。

・生徒が「授業内容が分かった、で
きるようになった」と感じ、国、県学
力調査で国、県の平均を上回って
いる。



家
庭
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連
携
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き
方
改
革

④キャリア教育の
充実

・各種体験学習により望ましい勤労
観・進路観を育み、生き方指導を行
う。
１年　職業人講話　　２月
２年　わくワーク体験７月
３年　高校体験入学７，８月

○⑩進路（生き方）に関する指導・相談が
行われている。
★振り返り（変容を分析する）
　　・事後アンケート
　　・振り返り感想文

88.0%

年
間
で
評
価

（2年）○勤労に関する意識は体験前後で変わった感じは
見られる。特に普段的な「あいさつ」の重要性に気が付い
た生徒が多かった。

（１年）職業人講話（２月）・職業調べ
（２年）修学旅行で大相撲観戦（９月）・高校調べ
（３年）幼児とのふれあい体験・先輩から学ぶ会
　　　　　（卒業生、大学生）

社
会
を
生
き
抜
く
力
の
育
成

○①学校は,教育方針や教育活動の様子
を分かりやすく伝えている。

96.2%

30.0%
45.0%

○⑭学校と保護者・地域との協力連携が
効果的に行われている。

87.0%

●⑫進んで助けたり、協力したりできた。

●友達の悪口を言ったり、いやな思いをさ
せない。

93.7%

95.5%

○生徒会役員や代議員の生徒も自分の考えや意見を言う
ことに対して消極的な生徒が多かったが、地域清掃の運
営や緑の募金活動の実施などを通して、自分たちで意欲
的に考え、その意見を積極的に伝えることができるように
なってきた。

△全校生徒の自主的活動はまだまだ限定的なので、体育
祭の競技や委員会の仕事の運営、文化祭の演劇・展示の
準備などを通じて、全校生徒のさらなる自主性を育成して
いきたい。

・学級での「振り返り」を充実させていく。
・体育祭、文化祭では「振り返り」に力を入れ、自
分事として行事の関わりを意識化していきたい。

・後期も赤い羽根共同募金や資源ごみの回収な
どを通じて，地域に貢献し、ボランティア精神や
生徒の自己肯定感を高めていきたい。

○育友会総会や学校だより、ホームページ等で、機会ある
ごとに学校のめざす生徒像、授業像、学校像、教師像が
明確に伝わるようにした。
△保護者アンケートで、Ｅ：わからないと答える保護者がい
るので、学校の様子を十分伝わる工夫が必要である。
○4月の総会、及び5月の委員会の参加率は高い。
○育友会行事「奉仕作業」には大勢協力して頂いている。
△4月の授業参観の保護者の参観人数は高いが、学校公
開日の参加人数が少ないことが課題である。

○ＩＣＴを活用し、時系列でのデーター保存などの効率化の
工夫は見られる。
△月１回の定時退校日の設定をしているが、過半数以上
の職員が残っている。
△残業が８０時間を越える職員が、4月6人、5月12人、６月
１３人である。職員の月平均時間は、４月７５時間、５月８６
時間、６月９３時間、３ヵ月平均８５時間。最終８時の退庁
呼びかけをしていく。

①業務の効率化を
図り、ワークライフ
バランスに努める

年
間
で
評
価

A

・体育祭、文化祭、穴中タイム、地
域清掃、募金活動などの企画運営
などを通して実践意欲・実践力が
向上している。

★振り返り（変容を分析する）
　　・事後アンケート（自主性・達成感項
目）
　　・振り返り感想文

年
間
で
評
価

Ｃ

Ａ

８５時間

・計画性を持って段取り、事前準備をする。ＩＣＴ
活用。
・仕事に優先順位をつける。・チームで分掌を実
行する。
・朝の時間を活用する。会議のスリム化。等
・ワークライフバランスの勧めで自己研鑽の機会
を呼びかける。・リフレッシュウイークの設定。部
活動の複数顧問制で負担の軽減。

・学校だよりの充実。ホームページでの生徒の
活動の様子を写真も掲載し伝わるようにする。
・生徒の姿を見に来て頂くよう呼びかけを行う。

・道徳の教科化が実施された。11月5日に道徳
の授業参観を行うが、保護者参加型にするな
ど、より学校の様子が分かるような社会に開か
れた学校づくりを行う。

・効率的に業務を遂行している。

・ワークライフバランスにつとめてい
る

（定時退校日＝毎月1回）
（部活動休養日＝平日１日・休日1日）
◎⑱業務の効率化を進めている
◎⑲ワークライフバランスにつとめる。

A

〇連携は、十分図られていると思
う。
→より積極的に生徒が町のイベン
トに参加する。
できれば、スタッフとして運営に参
加させてもらいたい。
→昨年度に続き、カフェローエルに
参加予定。
→生徒の成長に良いことである。
商工会でも歓迎する。

C
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〇夏休み明けに不登校が増えると
いうニュースを聞いている。本校の
状況はどうか。
→職員全体で、根気強く取り組む。

A

95.5%

B

保護者
65.0%

事業者
Ａ：94.0%

年
間
で
評
価

（１年）○のとてまり栽培の体験がふるさと教育につながっ
ている。
（2年）○職業を実際に体験したことで、それまでのイメージ
とは違う部分も知り、より深く「職業」に関しての認識を改め
る機会となった。
△受け入れていただける事業所の選択肢をさらに広げた
い。
（３年）○和菓子作り体験から、職人の技にふれることがで
きた。

○係や委員会活動・自問清掃については、自分の役割を
自覚し、責任を持って取り組んでいる。

○１学期に２回のいじめアンケートを実施し、各１件ずつの
訴えがあったが、迅速な対応でその後は起こっていない。
△昨年度からの不登校生徒がまだ登校できずにいる。ま
た、別室登校の生徒も減らない。

○自分の健康については意識しているので、手洗いや歯
磨きはしっかりと出来ている。また、体力向上のために部
活動にも休まず取り組んでいる生徒が多い。

・不登校生徒の家庭との連絡を今後も密に取っ
ていく。別室登校の生徒には、学習保証はもちろ
ん、本人の困っていることを確認し、手立てを考
えながら少しずつ学級にはいれるように支援して
いく。

（１年）のとてまり（5月）　職業人講話（２月）
（２年）修学旅行で大相撲観戦（９月）
（３年）幼児とのふれあい体験（１０月）
　　　　ブドウ収穫・ワインラベル作り
　　　　中学生議会（10月）予定

A

B

A

①家庭、地域との
連携協力体制の

確立

④いじめ、不登校
への未然防止

（勤務時間調査）
★時間外勤務を月８０時間以内とする。
A７０ｈ以内　B８０ｈ以内　C９０ｈ以内

②生徒のコミュニ
ケーション力の育
成

③生徒会の自主
的活動の充実

・各学年に、体験活動を設ける。
１年　車椅子・アイマスク体験１１月
２年　わくワーク体験　７月
３年　ものづくり講座　 ７月

★実施回数
　　・Ａ：各学年２回以上実施
　　・Ｂ：各学年１回以上実施
　　・Ｃ：実施せず
○２年：仕事に対する見方は変わったか。
Ａ:大きく変わった6　　Ｂ:変わった26
Ｃ:どちらともいえず16 Ｄ：あまり変わらな
い1
★事業所：生徒に良い変化が見られた
か。

・学級活動、行事、体験活動、その
他地域の行事等を通して、協力の
大切さに気づかせ、人との関わり・
コミュニケーション力を育成する。

○⑨学校は生徒の悩みや問題に適切に
指導対応している。

●⑬友達の悪口を言ったり、嫌な思いをさ
せることはしなかった。

③責任感・協調性
の育成

・互いに認め合い、仲間と協働して
ものごとを創り出す。

・心身ともにねばり強くたくましさを
育成する。

⑤健康体力向上
及び自己管理能
力の育成

・学校は積極的に情報発信を行
い、保護者は学校の教育方針を理
解し、連携協力関係が作られてい
る。また、学校は、保護者が学校へ
足を運ぶ機会をつくっている。

●⑱自問清掃にしっかり取り組めている。

・いじめ、不登校の未然防止に取り
組み、特別な対応が必要な時は、
組織的に対応している。

●⑰自分の係の仕事を責任をもって行
う。

●⑯部活は休まず一生懸命頑張ってい
る。

●⑭自分の健康を守るために、歯磨き、
手洗い等をきちんと行う。

①本物に触れる機
会を増やし、生徒
の視野を広げる

A

年
間
で
評
価

A

94.3%

95.5%

94.9%

97.1%

87.2%

年
間
で
評
価


